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７
月
４
日
に
東
部
校
、
７
月
５
日
に
西
渓

校
を
訪
問
し
、
社
会
科
で
政
治
を
学
ぶ
６
年

生
に
議
員
が
ゲ
ス
ト
テ
ィ
チ
ャ
ー
と
な
っ
て

議
会
の
仕
組
み
と
役
割
（
①
市
議
会
っ
て
何

②
市
議
会
の
仕
事
は
③
市
議
会
の
進
め
方
④

本
会
議
ど
こ
で
し
て
る
の
⑤
市
に
要
望
の
あ

る
と
き
は
⑥
議
会
を
も
っ
と
知
り
た
い
）
な

ど
の
授
業
を
行
う
「
議
員
出
前
授
業
」
を
行

い
ま
し
た
。
議
会
や
議
員
の
活
動
を
身
近
に

感
じ
て
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
の
み
な
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
く
の
児
童
が
子
ど
も
議
会
に
も

参
加
し
た
い
と
手
を
挙
げ
ら
れ
嬉
し
い
結
果

と
な
り
、
多
久
の
未
来
は
明
る
い
！！
と
感
じ

る
議
員
出
前
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

第 ５ 回 議 会 出 前 授 業

①�議会での質問の順番はどうやって決まるの？

②�定例会が ３か月ごとなのはなぜ？

③選挙はいつある？

④�本会議にはどのくらい時間がかかる？

⑤�多久市を活性化するためにどんなことを目標
にしてる？

⑥�意見書は何でもだせますか？

⑦�学校のエアコンなどの予算はどこからでます
か？

〜児童からの質問〜

周りに振り回され
ず自分の意見を
はっきり言える議
員になりたい

多久市議会だより  No.５7 2

▲東原庠舎西渓校の出前授業の様子▲東原庠舎西渓校の出前授業の様子



　
審
査
の
過
程
で
、
北
多
久
公
民
館
建
設

工
事
の
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

は
、
設
計
段
階
で
想
定
で
き
た
部
分
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会

審
査
報
告
書

【
総
務
費
】

　
審
査
の
過
程
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
た
、
佐
賀
西
部
広
域
水
道
企
業
団

負
担
金
（
水
道
料
金
免
除
分
）
３
，１
０

８
万
５
千
円
に
つ
い
て
は
、
市
内
水
道
利

用
の
全
家
庭
・
全
事
業
所
対
象
の
事
業
で

あ
る
の
で
、
も
っ
と
市
民
の
方
々
に
ア

ピ
ー
ル
を
し
て
は
如
何
か
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　令和 ５ 年 ６ 月市議会定例会は ６ 月 ５ 日から ６ 月２７日まで（会期２３日間）開かれました。今回は
６人の議員が市政一般に対する質問を行いました。
　 ６ 月定例会では、市長から提出されました議案１６件（条例等１４件、予算 ２ 件）の議案について
審査し、いずれも原案どおり可決したほか、意見書 １件を可決しました。

　令和 ５年　 ６ 月定例会

審 査 報 告

総
務
文
教
委
員
会

審
査
報
告
書

議案質疑議案質疑
香月　正則

■地域おこし協力隊
　起業支援補助金
Ｑ  �事業の詳細は。
Ａ  �地域おこし協力隊の任期満了後の

定住促進を図るため、市内での起業に必要な経費
に対しての補助金です。

Ｑ  交付を受けるための要件は。
Ａ  �地域おこし協力隊の任期終了の日から起算して前

１ 年以内の者、もしくは任期終了の日後 １ 年以内

の者が、市内で起業し、事業内容が市の活性化に
資するものであることです。

Ｑ  起業を廃止された際の補助金返還等は。
Ａ  �補助金交付要綱には、起業してから何らかの原因

により、事業廃止などに伴う補助金の返還に関す
る記載はございませんので、見直しが必要ではな
いかと検討中です。

Ｑ  協力隊募集の際に起業支援補助金の記載は。
Ａ  �募集要項には、起業に向けた支援は行いますとい

う記載はありますが、具体的な起業支援補助金に
関する記載は無かったので、今後募集を行う際に
は記載したいと考えています。

提出された議案について、議案の提出者（市長か議員）
に対して、議案の内容や提案の理由などについて疑問点
や不明な点を尋ねること
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市
丸
　
ど
の
よ
う
な
ア
ー
ト
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答
弁　
ア
ー
ト
を
核
と
し
た
教
育
、
ビ
ジ

ネ
ス
、
活
動
の
支
援
、
移
住
・
定
住
な
ど

の
地
域
経
済
循
環
型
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

行
っ
て
、
ア
ー
ト
の
ま
ち
多
久
と
し
て
展

開
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
丸
　「
池
田
学
展
」「
田
川
清
美
展
」
の

成
果
に
つ
い
て
。

答
弁　
池
田
学
展
は
、
１６
日
間
の
開
催
期

間
で
７
，０
３
２
名
（
う
ち
市
外
６５
％
）、

田
川
清
美
展
は
、
１８
日
間
の
開
催
期
間
で

３
，０
０
７
名（
う
ち
市
外
７０
％
）で
し
た
。

開
催
中
は
人
の
流
れ
も
多
く
回
遊
性
が
生

ま
れ
て
お
り
、
一
定
の
経
済
効
果
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
丸
　
ア
ー
ト
作
品
に
児
童
生
徒
が
触
れ

る
機
会
が
で
き
な
い
か
。

答
弁　
池
田
学
展
の
開
催
時
に
は
、
各
学

校
よ
り
送
迎
を
行
い
鑑
賞
す
る
機
会
を
設

け
ま
し
た
。
田
川
氏
の
作
品
は
、
例
え
ば

各
学
校
の
文
化
祭
な
ど
で
展
示
し
、
鑑
賞

し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
丸
　
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
。

答
弁　
中
心
市
街
地
で
の
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー

ト
推
進
事
業
で
作
成
す
る
１
０
０
作
品
に

よ
り
、
ア
ー
ト
の
ま
ち
多
久
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
交
流
人
口
の
増
加
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
仕
組

み
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

彌
冨
　
農
林
災
害
に
対
し
旧
産
炭
地
鉱
害

復
旧
事
業
の
基
金
の
活
用
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　
基
金
の
対
象
外
地
区
へ
の
活
用
は

困
難
で
す
。
農
林
事
業
に
は
災
害
復
旧
事

業
の
ほ
か
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
、
地

域
農
業
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業
、
市
単
独
事
業
の
原
材
料
支
給
な

ど
の
事
業
が
あ
り
、
八
ツ
枝
地
区
に
つ
き

ま
し
て
は
、詳
細
な
調
査
が
必
要
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
事
業
で
対
応
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
関
係
機
関
に
農
業
用
施
設
管

理
の
重
要
性
や
補
助
事
業
の
拡
充
、
補
助

率
の
か
さ
上
げ
な
ど
の
要
望
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

稼
働
し
た
施
設
の
運
営
状
況
と

評
価
つ
い
て

彌
冨
　
タ
ク
ア
を
含
む
公
共
施
設
の
計
画

時
と
稼
働
後
の
総
括
は
。

答
弁　
施
設
の
利
用
状
況
、
運
営
状
況
、

老
朽
化
状
況
な
ど
社
会
情
勢
や
経
済
情
勢

の
中
、
継
続
的
な
評
価
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
タ
ク
ア
に
関
し
て
は
、
令
和
２
年
度

か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
や
原
油
価
格
高
騰
に
よ
る
経
費
増
に

よ
り
厳
し
い
経
営
状
況
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
毎
月
、
タ

ク
ア
と
商
工
観
光
課
、多
久
市
観
光
協
会
、

多
久
市
商
工
会
と
の
連
携
会
議
を
設
け
て

お
り
、
よ
り
大
き
な
効
果
が
生
ま
れ
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

市 丸 勝 義 議 員

彌 冨 博 幸 議 員

ア
ー
ト
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

防
災
・
水
害
に
つ
い
て

一般質問

▲

池
田
学
展

▲

田
川
清
美
展
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廣
橋
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
多
久
市

で
の
普
及
状
況
と
現
在
の
活
用
状
況
に
つ

い
て
。

答
弁
　

現
在
の
申
請
率
は
81
・
42
％
と

普
及
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
活
用
状
況
で
は
、
医
療
機

関
や
薬
局
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
、

e-Tax

に
よ
る
確
定
申
告
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

廣
橋
　
保
険
証
と
し
て
多
久
市
内
で
使
用

で
き
る
医
療
機
関
と
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
事

案
に
つ
い
て
。

答
弁　
市
内
で
現
在
、
26
の
機
関
の
う
ち

25
の
機
関
で
導
入
済
み
で
す
。
未
導
入
の

機
関
は
、機
器
の
設
置
の
準
備
中
で
あ
り
、

近
々
導
入
の
見
込
み
で
す
。
他
人
の
資
格

情
報
が
紐
付
い
て
い
る
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
機
器
の
不
具
合
に

よ
り
資
格
確
認
が
で
き
な
い
事
例
は
発
生

し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
う
メ

リ
ッ
ト
は
、
高
額
療
養
費
制
度
の
申
請
省

略
、
特
定
健
診
や
薬
剤
処
方
情
報
の
健
康

管
理
へ
の
活
用
、
窓
口
に
お
け
る
自
己
負

担
が
、
初
診
で
約
12
円
、
再
診
で
約
６
円

安
く
な
り
ま
す
。

廣
橋
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
コ

ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票
な
ど
の
各
種
証
明
書

の
取
得
に
つ
い
て
。

答
弁　
多
久
市
に
お
い
て
は
、
１
件
当
た

り
の
発
行
コ
ス
ト
が
非
常
に
割
高
に
な
る

た
め
、
現
状
で
は
導
入
を
見
送
っ
て
い
ま

す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
な
ど
で
対
応
し

て
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
を

多
久
市
で
も
実
現
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
検
討
す
る
方
向
で

考
え
て
い
き
ま
す
。

廣
橋
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
印
鑑
証

明
書
や
住
民
票
な
ど
を
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得

で
き
れ
ば
、
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
、
土
曜

も
日
曜
も
関
係
な
く
、
日
本
中
ど
こ
で
も

取
得
可
能
で
す
。
是
非
導
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

坂
口
　
物
価
高
騰
に
よ
り
生
活
困
窮
者
が

増
加
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
支
援

の
手
だ
て
は
。

答
弁　
令
和
5
年
度
は
支
援
給
付
と
し
て

低
所
得
世
帯
の
方
に
対
し
1
世
帯
あ
た
り

３
０
，000


円
の
支
給
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
更
に
全
世
帯
に
対
し
て
、
水
道
料

金
の
基
本
料
金
の
減
免
な
ど
も
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
①
生
活
困
窮
者
自
立
相

談
支
援
事
業
②
家
計
改
善
支
援
事
業
③
就

労
準
備
支
援
事
業
を
社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
し
、
個
々
の
困
窮
の
特
徴
な
ど
に
応

じ
た
継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

坂
口
　
50
代
か
ら
高
齢
者
期
に
か
け
、
帯

状
疱
疹
に
罹
患
さ
れ
る
方
が
多
い
な
か
ワ

ク
チ
ン
の
必
要
性
は
。

答
弁　
高
齢
期
を
健
や
か
に
お
過
ご
し
い

た
だ
く
た
め
に
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

坂
口
　
九
州
で
は
佐
賀
県
と
長
崎
県
だ
け

が
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
が
な
く
一
時
も

早
い
助
成
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
弁　
今
後
、
国
の
定
期
接
種
に
む
け
た

検
討
状
況
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。
帯

状
疱
疹
の
症
状
や
予
防
な
ど
、
多
久
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

坂
口
　
高
校
生
年
代
に
は
、
受
給
資
格
証

が
な
く
償
還
払
い
（
医
療
機
関
支
払
い
→

市
窓
口
申
請
→
払
い
戻
し
）
の
助
成
と

な
っ
て
い
る
。
受
給
資
格
証
の
発
行
の
考

え
は
。

答
弁　
国
の
子
ど
も
未
来
戦
略
方
針
の
加

速
化
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
国
民
健
康
保
険

の
国
庫
負
担
の
減
額
措
置
を
廃
止
す
る
な

ど
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
国
の
方
針
を
見
な
が
ら

子
ど
も
と
保
護
者
に
と
っ
て
よ
り
良
い
制

度
と
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

廣 橋 時 則 議 員

坂 口 絹 代 議 員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
つ
い
て

生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て

一般質問

多久市議会だより  No.５75



一般質問
田
渕
　
地
域
移
行
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　
本
市
の
地
域
移
行
に
関
わ
る
状
況

は
令
和
4
年
度
の
中
学
校
総
体
以
降
、
合

同
部
活
動
を
毎
週
土
曜
日
に
実
施
。
複
数

の
指
導
者
体
制
を
整
備
し
関
係
者
と
協
議

を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
ま
た
令
和
5
年
度

の
中
学
校
総
体
か
ら
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
や

合
同
チ
ー
ム
で
の
参
加
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

田
渕
　
地
域
移
行
を
進
め
る
た
め
の
支
援

は
。

答
弁　
国
や
県
の
様
々
な
体
制
や
補
助
が

あ
り
、
今
後
保
護
者
の
方
の
負
担
に
対
し

て
は
、
地
域
移
行
期
間
中
に
お
け
る
国
の

補
助
を
活
用
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
保
護
者
や
関
係
者
と
も
協
議

を
進
め
、
い
か
に
物
的
支
援
及
び
人
的
支

援
の
展
開
が
で
き
る
か
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。

田
渕
　
地
域
移
行
後
の
生
徒
の
健
康
管
理

は
。

答
弁　
指
導
者
や
保
護
者
の
方
に
は
部
活

動
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
た
方
針
に

従
い
、
地
域
移
行
後
も
事
前
の
体
調
把
握

や
練
習
過
多
に
な
ら
な
い
よ
う
、
教
育
委

員
会
が
指
導
す
る
立
場
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

田
渕
　
地
域
移
行
の
課
題
は
。

答
弁　
新
し
い
競
技
環
境
へ
の
支
援
、
運

営
体
制
や
指
導
方
針
の
共
有
、活
動
時
間
、

活
動
の
継
続
性
、
物
的
支
援
、
人
的
支
援

な
ど
学
校
部
活
動
と
連
携
し
、
道
具
の
共

有
使
用
が
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

中
島
　
進
捗
状
況
は
。

答
弁　
実
行
委
員
会
を
設
置
し
審
議
、
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
緑
が
丘
弓
道
場
は

昨
年
４
月
に
供
用
を
開
始
、
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ボ
ル
ダ
ー
施
設
は
６
月
２４

日
に
完
成
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
島
　
街
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
、
観
光

振
興
は
。

答
弁　
開
催
期
間
中
、
競
技
会
場
内
に
売

店
、
総
合
案
内
所
の
設
置
な
ど
を
計
画
中

で
す
。
ま
た
、
市
内
の
事
業
者
や
関
係
団

体
と
協
力
し
、
市
内
の
回
遊
性
が
生
ま
れ

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

中
島
　
今
後
の
事
業
計
画
は
。

答
弁　
今
秋
の
鹿
児
島
国
体
で
は
関
係
す

る
ス
タ
ッ
フ
が
現
地
で
調
査
し
、
今
後
に

生
か
し
ま
す
。
ま
た
来
年
６
月
に
は
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

中
島
　
休
職
に
関
す
る
市
の
状
況
は
。

答
弁　
現
在
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
、
そ

の
他
の
疾
病
に
よ
り
休
職
し
て
い
る
職
員

が
い
ま
す
。

中
島
　
健
康
管
理
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
健
康
診
断
か
人
間
ド
ッ
ク
を
必
ず

受
診
す
る
よ
う
に
し
、
健
康
診
断
受
診
率

は
98
％
で
す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と

し
て
月
１
回
臨
床
心
理
士
、
年
２
回
管
理

職
に
よ
る
面
接
を
行
い
、
不
調
や
変
化
に

早
く
気
付
く
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

田 渕 　 厚 議 員

中 島 慶 子 議 員

部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
大
会

に
つ
い
て
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厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
独
自
財
源
に
よ

り
人
的
措
置
等
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ

り
ま
す
が
、
自
治
体
間
の
教
育
格
差
が
生
じ

る
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
す
。
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
庫
負
担
率

が
２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。
国
の
施
策
と
し
て
定
数
改
善
に

む
け
た
財
源
保
障
を
し
、
子
ど
も
た
ち
が
全

国
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
一
定
水
準
の

教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

ゆ
た
か
な
子
ど
も
の
学
び
を
保
障
す
る
た
め

の
条
件
整
備
は
不
可
欠
で
す
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
２
０
２
４
年
度
政

府
予
算
編
成
に
お
い
て
下
記
事
項
が
実
現
さ

れ
る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

記

１
．�

中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
３５
人
学
級
を

早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
さ
ら

な
る
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
。

２
．�

学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労
働
是

正
を
実
現
す
る
た
め
、
加
配
教
員
の
増

員
や
少
数
職
種
の
配
置
増
な
ど
教
職
員

定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

３
．�

自
治
体
で
国
の
標
準
を
下
回
る
「
学
級

編
制
基
準
の
弾
力
的
運
用
」
の
実
施
が

で
き
る
よ
う
加
配
の
削
減
は
行
わ
な
い

こ
と
。

４
．�

教
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て
新
規
採
用
を

持
続
的
に
確
保
し
、
専
門
性
を
発
揮
し

意
欲
を
も
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
改
善
に
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。

５
．�

新
卒
者
の
就
業
機
会
や
教
職
員
の
年
齢

構
成
の
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
等
の
観
点
を

十
分
に
考
慮
し
、
す
べ
て
の
自
治
体
で

定
年
引
上
げ
期
間
中
に
教
職
員
の
安
定

的
な
新
規
採
用
が
で
き
る
よ
う
、
定
数

加
配
措
置
を
は
じ
め
と
し
た
必
要
な
財

政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

６
．�

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上

を
は
か
る
た
め
、
地
方
財
政
を
確
保
し

た
上
で
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

負
担
割
合
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

�

（
一
部
抜
粋
）

「教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度負担
率の引き上げを求める意見書」を可決しました

議会広報委員会

委 員 長　廣橋　時則
副委員長　市丸　勝義
委　　員　彌冨　博幸・尾形　武史
　　　　　坂口　絹代・渡島　幸司

多久市議会だより  No.５77



論語大学①

「
民
、
信
な
く
ば
立
た
ず
」

全国市議会議長会より表彰

【特別表彰20年】【特別表彰20年】
中 島 慶 子 議員

中 島 國 孝 議員

　
孔
子
の
弟
子
の
子
貢
が
政
治
の
要
諦
を

尋
ね
た
時
、
師
で
あ
る
孔
子
が
「
そ
れ
は

食
を
豊
か
に
し
、
兵
を
強
く
し
、
民
か
ら

信
頼
さ
れ
る
こ
と
だ
」
と
言
わ
れ
た
。
子

貢
が
さ
ら
に「
食
、兵
、信
の
三
つ
が
揃
っ

た
ら
申
し
分
な
い
で
し
ょ
う
が
、
国
の
状

態
か
ら
し
て
こ
の
三
つ
の
中
か
ら
ど
う
し

て
も
止
め
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
何
か
ら
先
に
止
め
に
す
べ

き
で
し
ょ
う
か
。」
と
尋
ね
た
。
す
る
と

孔
子
は
「
兵(

軍
備)

を
去
ら
ん
」
と
答
え

ら
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
子
貢
は
さ
ら
に
「
そ
れ
で
は

食
と
信
の
う
ち
ど
う
し
て
も
断
念
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
を
止

め
に
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。」
と
尋
ね
る

と
、
孔
子
が
言
わ
れ
る
こ
と
に
は
「
も
ち

ろ
ん
食
を
止
め
に
す
る
。
食
が
な

け
れ
ば
人
は
死
ぬ
け
れ
ど
も
、
遅

か
れ
早
か
れ
、
ど
う
せ
人
は
死
ん

で
い
く
。
そ
れ
は
今
も
昔
も
変
わ

り
な
い
。
人
に
信
頼
が
な
く
な
っ

た
ら
国
家
は
も
ち
ろ
ん
、
人
生
そ

の
も
の
が
成
り
立
た
な
い
よ
。」

　
こ
の
孔
子
の
言
葉
は
、
今
で
も

私
た
ち
を
ぎ
く
り
と
さ
せ
る
。
確

か
に
日
本
は
敗
戦
後
、
兵
を
捨
て

た
。
平
和
憲
法
が
成
立
し
た
。
し

か
し
、
現
在
、
防
衛
費
は
膨
れ
上
が
り
、

物
が
豊
か
に
な
り
、
食
は
贅
沢
三
昧
に
変

化
し
た
。
た
だ
、
政
治
に
対
す
る
不
信
感

は
日
々
つ
の
り
つ
つ
あ
る
。

　
現
代
の
政
治
の
要
領
は
食
を
豊
か
に
す

る
こ
と
を
第
一
と
し
、
戦
争
が
起
こ
れ
ば

滅
亡
と
知
り
な
が
ら
、
軍
備
増
強
を
し
な

く
て
は
な
ら
ぬ
ほ
ど
、
国
家
相
互
の
不
信

感
は
つ
の
る
。
信
を
守
る
た
め
に
兵
を
去

り
、
食
を
去
る
と
い
う
日
本
民
族
の
崇
高

な
使
命
は
消
え
か
か
っ
て
い
る
。

　
郷
土
の
大
先
輩
、
副
島
種
臣
卿
の
歌

　
正
し
き
を
ふ
み
し
亡
ぶ
る
国
あ
ら
ば

　
亡
び
て
も
よ
し
、
必
ず
亡
び
ず

と
い
う
心
意
気
は
、
孔
子
の
「
信
な
く
ば

立
た
ず
」
の
言
葉
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

論語大学の掲載にあたって

　かつて、私たちの郷土・多久は先人たちの努力によ
り佐賀藩内はもちろん諸藩に先駆けて邑校・東原庠舎、
そして聖廟を建立、この地に「文教の里」を作り上げ
ました。多久の名は全国に広がり、「多久の百姓は鍬を
置いて道を説く」「多久のスズメは論語をさえずる」と
さえ言われるほどでした。
　しかし、その誇りもいつしか薄れてしまったようで
す。今一度、私たちは先人たちの血のにじむような努
力を思い起こし、多久に住むものとして仁と礼を根本
とする孔子の教えに耳を傾け、地域全体でその実行に
努めるべきではないでしょうか。その願いを込め、元
学校長、故不二見達朗氏が30数年前に多久市報に連載
寄稿した論語解説を復刻します。

▲

孔
子
像
（
『
孔
子
行
状
図
解
よ
り
』
）
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見
や
す
く
て
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
優
し
い

植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
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